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ねている（図 4-32）。「気晴らしのおしゃべり」については 3 人以上を回答し
たのが 38.4％と最も高い割合を示したのに対して、「病気の時の世話」につ















































































1人もいない 1, 2人程度 3人以上 無回答







親族については「同居・敷地内」や「30 分未満」の距離に「1, 2 人程度」「3
人以上」と回答する割合の合計が過半数を超えている。また、図 4-34 の知人・























































































自民党 民主党 公明党 共産党 社民党 維新の党 その他 支持政党なし 無回答 合計
N 537 158 86 100 13 25 21 823 60 1823
% 29.5% 8.7% 4.7% 5.5% 0.7% 1.4% 1.2% 45.1% 3.3% 100.0%
























































































































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
時間的ゆとり
経済的ゆとり
ゆとりはある まあまあゆとりはある どちらともいえない あまりゆとりはない ゆとりはない 無回答
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図 4-40　居住形態（N=1823）
















0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
中学校 高校 短大・高専・専門学校 大学 大学院 無回答
16.2% %7.11%4.17
0.7%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
未婚 既婚 離別・死別 無回答
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図 4-42　最後に卒業した学校 ( 在学中を含む )（N=1823）
図 4-43　婚姻形態（N=1823）

























































10年未満 10年以上20年未満 21年以上30年未満 30年以上40年未満 40年以上50年未満 51年以上 無回答







できよう。図 4-45 での居住開始時期と図 4-46 の居住年数の分布には若干の
齟齬がある点は否めない。これは回答者の記憶が曖昧となっていたことやこ
の質問自体が回答者に負担を強いる質問項目であったことを示唆していると


















・	調査時期 :	2015 年 11 月 9 日に調査票、20 日にお礼を兼ねた督促葉書
を発送
・	調査方法	郵送形式の質問紙調査
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図 5-1　回答者の使用言語 _ 外国人調査（N=290）
図5-2-B　性別構成比_外国人調査有効回答データ
（N=290）
図 5-2-A　性別構成比 _ 外国人調査全数データ
（N=819）





















































20代 30代 40代 50代 60代 70代
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図 5-4　回答者の国籍 _ 外国人調査（N=290）






































3年以下 4年から5年以下 6年から10年以下 11年から20年以下 20年以上 無回答
日本での居住期間 羽村市での居住期間
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3  羽村市は東京都生活文化局国際部（1994）が 1993 年に行った「地域社会の国
際化に関する意識調査」においても、外国人居住者が多く、特に日系ブラジ
ル人・ペルー人が多い地域として位置付けられている。
図 5-5　日本・羽村市での居住期間 _ 外国人調査（N=290)















0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
帰国予定あり 帰国予定なし まだ決めていない 無回答
85.9% 9.7%
4.5%




図 5-6　帰国予定 _ 外国人調査（N=290）










0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
とても親しい 親しい 知人程度 知人はいない 日本で学生時代を過ごしていない 無回答
13.7% %5.23%6.9 42.6%
1.6%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%




0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
とても親しい 親しい 知人程度 知人はいない 日本で働いたことはない 無回答
14.5% %3.92%1.02 34.5%
1.6%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
とても親しい 親しい 知人程度 知人はいない 無回答
都市政策研究　第 12 号　2018 年
44
図 5-9　日本人との	交流場面 _ 職場 _ 外国人調査（N=249）
図 5-10　日本人との	交流場面 _ 地域 _ 外国人調査（N=249）
図 5-11　日本人との	交流場面 _ その他 _ 外国人調査（N=249）	
































































43.1% 35.5% 4.8% 12.8%
0.7% 3.1%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%





































すごく興味がある まあまあ興味がある どちらともいえない あまり興味がない 興味がない 無回答
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図 5-13　日本語会話能力 _ 外国人調査（N=290)
図 5-14　日本語に対する興味関心 _ 外国人調査（N=290)
5  本研究では 9 言語による挨拶状・調査票を回答者に送付した。しかしながら、
回答者の使用言語がそれ以外であった可能性もある。





































































そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答
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図 5-15　外国人が増加することでの影響 _ 外国人調査（N=290）




















0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
外国人への支援体制を向上するべき
日本人と同等の待遇や権利を持つべき





































そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答
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図 5-16　外国人の権利と支援体制への意識 _ 外国人調査（N=290）
図 5-17　社会的権利の付与 _ 外国人調査（N=290）
　問 16 は回答者の各国に対する好感度を訊ねている（図 5-18）。好感度は日
本人の各国に対する好感度（図 4-30）と同様に、好感度がプラスであれば、「高

































































高_好感度 中_好感度 低_好感度 国名を知らない 無回答
16.9% %0.91%4.21 49.0%
2.8%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
参加している（していた） まあまあ参加している（していた） あまり参加したことがない 参加したことがない 無回答
51.0% %3.8%2.52 14.5%
1.0%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
参加したい どちらかといえば参加したい どちらかといえば参加したことがない 参加したくない 無回答
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図 5-18　好感度 _ 外国人調査（N ＝ 290）
図 5-19　日本語教室への参加経験 _ 外国人調査（N=290）
図 5-20　日本語教室への参加意向 _ 外国人調査（N=290）
　問 17 と問 18 は日本語教室への参加経験と参加意向を訊ねている（図








　問 19 と問 20 は近隣でのつきあいの現状と希望を訊ねている（図 5-21、









0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
お互いに訪問しあう人がいる 立ち話をする程度の人がいる あいさつする程度の人がいる つきあいはない 無回答
33.4% %0.93%8.32
3.4% 0.3%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
相談のできる親密なつきあいをしたい 気軽に頼みごとのできるつきあいをしたい あいさつていどのつきあいでよい あまりおつきあいはしたくない 無回答
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図 5-21　近隣でのつきあい	_ 外国人調査（N=290	）
図 5-22　近隣と希望する付き合い _ 外国人調査（N=290）
いの意味を改めて検討する必要がある。





















































図 5-24　学歴 _ 外国人調査（N=290）




















0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
未婚 既婚 離別・死別 無回答
45.1% %3.5%7.84
0.9%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
自分と同じ（外国人） 日本人 その他の国 無回答
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図 5-25　婚姻形態 _ 外国人調査（N=290）















臨時雇用･パート・アルバイト 328 18.0% 59 20.3%
派遣社員･契約社員･請負業務･委託業務 102 5.6% 74 25.5%
正規雇用されている一般社員・一般職員(公務員・教員を含む) 767 42.1% 53 18.3%
自営業主または家族従業者 144 7.9% 15 5.2%
経営者・会社役員・団体役員 76 4.2% 4 1.4%
その他 27 1.5% 4 1.4%
働いていない（学生・主婦など） 213 11.7% 56 19.3%
無回答 166 9.1% 25 8.6%
合計 1823 100% 290 100%
従業上の地位_配偶者
臨時雇用･パート・アルバイト 210 11.5% 19 6.6%
派遣社員･契約社員･請負業務･委託業務 48 2.6% 30 10.3%
正規雇用されている一般社員・一般職員(公務員・教員を含む) 508 27.9% 41 14.1%
自営業主または家族従業者 104 5.7% 11 3.8%
経営者・会社役員・団体役員 65 3.6% 6 2.1%
その他 17 0.9% 4 1.4%
働いていない（学生・主婦など） 223 12.2% 21 7.2%
非該当 509 27.9% 95 32.8%
無回答 139 7.6% 63 21.7%
合計 1823 100% 290 100%
本人の職種
専門・管理職 589 32.3% 32 11.0%
事務・販売・サービス職 499 27.4% 50 17.2%
生産・その他 273 15.0% 106 36.6%
働いていない 235 12.9% 50 17.2%
無回答 227 12.5% 52 17.9%
合計 1823 100% 290 100%
配偶者の職種
専門・管理職 412 22.6% 32 11.0%
事務・販売・サービス職 358 19.6% 24 8.3%
生産・その他 152 8.3% 57 19.7%
働いていない 221 12.1% 18 6.2%
未婚・離別・死別 508 27.9% 95 32.8%
無回答 172 9.4% 64 22.1%
合計 1823 100% 290 100%
世帯収入
200万円未満 244 13.4% 61 21.0%
200〜400万円未満 347 19.0% 91 31.4%
400〜600万円未満 279 15.3% 59 20.3%
600〜800万円未満 186 10.2% 18 6.2%
800万円以上 296 16.2% 24 8.3%
無回答 471 25.8% 37 12.8%















～ 800 万円未満」が 10.2％と、中・高収入カテゴリーに属する人々が一定数
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